
名鉄百貨店　
インバウンドの取組み

営業推進部　　　　　　
　　　　　　　　　　　

販売サービス担当
加藤　清郎



Ⅰインバウンド事業の目的

n原発や尖閣等の政治的な問題は残っ
ているが「アベノミクスによる　円安」
や「ＬＣＣの就航」等が追い風となり、
今後も増加が見込める外国人旅行
客様に対して、誘致活動を強化し名
鉄百貨店の売上拡大を図る。



Ⅱインバウンド事業のターゲット

n現在のメインターゲット　　　　　　　　
→台湾（団体客）

n本来のメインターゲット　　　　　　　　
→　中国本土であり将来的にはタイ
等の東南アジアも視野に入れたい。



Ⅲインバウンド事業の施策

n日本百貨店協会での取り組み

n百貨店独自の取組み。



Ⅲインバウンド事業の施策

n日本百貨店協会での取り組み

n百貨店独自の取組み

・中国語スタッフの配置

・電話通訳サービス

・外国語の店内ガイド（指差し会話集）

・割引クーポン・粗品プレゼント等



Ⅲインバウンド事業の施策

n日本百貨店協会での取り組み

n百貨店独自の取組み

n名鉄グループとしての取組み



Ⅲインバウンド事業の施策

n名鉄グループの資源を活用　　　　　
　　



Ⅲインバウンド事業の施策

n名鉄グループの資源を活用　　　　　
　　→名古屋鉄道本社・名鉄観光バ
ス・名鉄観光サービス等に協力を頂
いて、団体ツアーの誘致フレーム　　
（ツアー行程の中に名鉄百貨店への
立寄りを入れる）を構築。



Ⅴインバウンド事業の課題

n言葉の問題　　　　　　　　　　　　　　　
→スタッフ不足

n品揃えの問題　　　　　　　　　　　　　　
　→ニーズ把握

n個人客誘致

nその他（免税関連）





















ご清聴　　　　　
ありがとうござい
ました。　　　　　
よろしくお願い
いたします。




